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コメントパターン「４２」のコードを用いたコメントの記録方法について 

 

記載要領別表Ⅰ「レセプト電算処理システム用コード」欄にコメントコードの拡充が予定

されていることに伴い、次のとおり新たなコメントパターンの追加を予定していることをお

知らせします。 

 

記 

 

１ コメントパターン４２の記録方法 

例１）持続緩徐式血液濾過を算定した場合 

●ＣＳＶの記録 

SI,40,1,140029850,,1990,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,,, 

CO,40,1,8421xxxxx,３ 

●レセプトの表示 

 40 01 
02 

持続緩徐式血液濾過         １９９０×  １ 
持続緩徐式血液濾過通算実施回数；３ 

 

 

例２）ＰＳＡ検査値の記録 

●ＣＳＶの記録 

CO,60,1,8421xxxxx,３．４ 

●レセプトの表示 

 60 01 ＰＳＡ検査値（ｎｇ／ｍＬ）；３．４ 
 

 

２ 留意事項 

⑴ コメントパターン「５０」、「５１」及び「５２」以外のコメントであって、数値のみ

を記録するものを、記録方法の統一化を図る観点からコメントパターン「４２」を設け

る。コメントパターン「４０」と異なり、カラム位置及び桁数はコメントマスターに設

定しない。 

 



 

 

⑵ 全角のアラビア数字と次に掲げる文字のみ記録できる。 

ア 全角「．」（ドット） 

イ 全角「－」（マイナス） 

ウ 全角「＋」（プラス） 


